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三量命題モデルのオープン化としての複数算数文章題
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1.　はじめに

筆者らはこれまでに，三量命題モデル（1）に基づいて

単文統合型の算数文章題作問演習システム：モンサク

ンを設計・開発し，教育現場での実践利用を試みてき

た（2）（3）．この三量命題モデルでは，1回の四則演算で

表すことのできる算数文章題を，ある数量の存在を表す

存在量二つと，その二つの存在量を結びつける関係と

しての量である関係量一つの二種類・三つの量から成り

立つとする．モンサクンでは，単文として表された量命

題を学習者が取捨選択し，作問課題を満たすように組

み立てることで作問を行うようになっており，この作問

活動は継続的実践を通して有用性が確認できている．

モンサクンでは，三量命題モデルの構成要素である

量命題（以下では単に量と呼ぶ）を取捨選択・組み

合わせることで学習者が作問を行っており，システム

の持つモデルを学習者に操作可能化している．筆者ら

は，（1）学習対象についてシステムが持つ記号的記

述（情報構造）を学習者が操作できる学習環境を提供

し，（2）その操作を行うことを必要とする学習課題を

設計すること，をオープン情報構造アプローチ（1）（注1）

と呼んでおり，モンサクンにおける学習活動の設計は，

このアプローチに基づいたものとなっている．

しかしながら，オープン情報構造アプローチの観点

からモンサクンの作問活動を評価した場合，三つの量

で一つの問題が構成されるとする三量命題モデルの基

本原理を課題化できているものの，三量命題モデルに

よって算数文章題を捉えた場合の重要な特徴である，

（I）文章題を構成する量には存在量と関係量の役割の

違う二種類の量があり，二つの存在量と一つの関係量

で一つの文章題が構成されること，および（II）存在

量を介して複数の文章題がつながっていること，の

二点について学ぶための課題は開発されていなかっ

た．この二点の学習の必要性を明示的に示した教材や

研究はこれまでのところ見当たらないが，モンサクン

の作問活動の発展的な内容として（I）および（II）を学

習対象とする試みは意義があると判断した．

そこで本研究では，（RQ-i）（I）および（II）を明示的

な学習対象とする演習を設計・開発すること，および

（RQ-ii）設計・開発した演習の有用性を評価すること，

の二つのリサーチクエスチョンを設定し，その解決を

試みた．（RQ-i）については，オープン情報構造アプ

ローチに則って，三量命題モデルに基づく個々の問題

および問題間の構造を部品化し，再構成する活動を演

習化し，診断・フィードバック機能を実現すること

とした．この演習化では，存在量と関係量を明示的に
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